
(57)【要約】

【課題】表示画素領域と、それに隣接するダミー画素領

域とを備えた液晶表示装置の狭額縁化を図る。

【解決手段】第１の基板１上において、画素選択用ＴＦ

Ｔ１１とそれに接続した画素電極１２とを備えた複数の

画素１０を含む表示画素領域１０Ａが形成されている。

また、表示画素領域１０Ａに隣接して、画素選択用ＴＦ

Ｔ１１とそれに接続した画素電極１２とを備えブラック

マトリクス３９によって遮光された複数のダミー画素２

０を含むダミー画素領域２０Ａが形成されている。さら

に、ダミー画素２０の画素電極１２と重畳するようにし

て、駆動用ＴＦＴ、即ちサンプリング用ＴＦＴ３０が形

成されている。即ち、ダミー画素２０の画素電極１２は

、平坦化絶縁膜３６を介して、サンプリング用ＴＦＴ３

０のチャネル領域Ａｃｈの少なくとも一部と重畳してい

る。

【選択図】　図１

JP 2007-101701 A 2007.4.19



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 か ら な り 、
　 前 記 第 １ の 基 板 上 に お い て 、 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ と そ れ に 接 続 し た 画 素 電 極 と を 備
え た 複 数 の 画 素 を 含 む 表 示 画 素 領 域 と 、
　 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ と そ れ に 接 続 し た 画 素 電 極 と を 備 え ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に よ っ
て 遮 光 さ れ た 複 数 の ダ ミ ー 画 素 を 含 み 前 記 表 示 画 素 領 域 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た ダ ミ ー 画 素
領 域 と 、
　 前 記 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 備 え 、
　 前 記 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ネ ル 領 域 の 少 な く と も 一 部 は 、 絶 縁 膜 を 介 し て 前 記 ダ ミ
ー 画 素 の 前 記 画 素 電 極 と 重 畳 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ に 前 記 駆 動 信 号 と し て 表 示 信 号
を 供 給 す る サ ン プ リ ン グ 用 ト ラ ン ジ ス タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ は 、 低 温 ポ リ シ リ コ ン 層 か ら な る 能 動 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 表 示 画 素 領 域 と 、 そ れ に 隣 接 す る ダ ミ ー 画 素 領
域 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 、 液 晶 表 示 画 素 と し て 複 数 の 画 素 が 形 成 さ れ た 表 示 画 素 領 域
と 、 表 示 に 寄 与 し な い ダ ミ ー 画 素 を 含 む ダ ミ ー 画 素 領 域 と が 形 成 さ れ た 表 示 装 置 が 知 ら れ
て い る 。 以 降 、 こ の よ う な 表 示 装 置 を 、 「 液 晶 表 示 装 置 」 と 略 称 し て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 次 に 、 従 来 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 こ
の 液 晶 表 示 装 置 の 後 述 す る 表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ 及 び そ の 近 傍 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ３ に
示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 を 構 成 す る ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の う ち 、 そ の 一 方 の 第 １ の 基 板 １
上 に は 、 表 示 信 号 Ｄ を 供 給 す る デ ー タ 線 ２ 及 び 画 素 選 択 信 号 Ｇ を 供 給 す る 走 査 線 ３ が 格 子
状 に 形 成 さ れ て い る 。 デ ー タ 線 ２ 及 び 走 査 線 ３ に 囲 ま れ る 各 領 域 に は 、 液 晶 表 示 画 素 と し
て 、 複 数 の 画 素 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 各 画 素 １ ０ に は 、 デ ー タ 線 ２ 及 び 走 査 線 ３ に 接 続
さ れ た 画 素 選 択 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ； 以 降
、 「 Ｔ Ｆ Ｔ 」 と 略 称 す る ） １ １ と 、 画 素 選 択 用 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 １ ２ が 形
成 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 し な い が 、 画 素 １ ０ は 、 さ ら に 、 １ 対 の 配 向 膜 、 第 ２ の 基 板 、
共 通 電 極 、 第 ２ の 配 向 膜 、 液 晶 層 、 位 相 差 板 、 偏 光 板 等 を 備 え て お り 、 液 晶 表 示 画 素 を 構
成 し て い る 。 以 降 、 こ れ ら の 複 数 の 画 素 １ ０ が 形 成 さ れ る 領 域 を 、 表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ と
略 称 し て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 第 １ の 基 板 １ 上 の 表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ に 隣 接 し た 領 域 に は
、 複 数 の ダ ミ ー 画 素 ２ ０ を 含 む ダ ミ ー 画 素 領 域 ２ ０ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ダ ミ ー 画 素 ２ ０
は 、 画 素 １ ０ の 上 記 構 成 を 有 し 、 さ ら に 不 図 示 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に よ っ て 遮 光 さ れ て
い る 。 即 ち ダ ミ ー 画 素 ２ ０ は 実 際 の 表 示 に は 寄 与 し な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 た だ し 、 こ の ダ ミ ー 画 素 ２ ０ が 表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ に 隣 接 し て 形 成 さ れ る こ と に よ り 、
表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ の 端 部 に 配 置 さ れ た 画 素 １ ０ を 構 成 す る 各 層 の 形 成 が 他 の 画 素 １ ０ に
比 し て 不 均 一 に 形 成 さ れ る こ と が 抑 止 さ れ る 。 即 ち 、 上 記 端 部 の 画 素 １ ０ と そ れ よ り 内 側
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の 画 素 １ ０ と の 各 層 の 膜 厚 に 関 す る 差 異 が 減 少 す る 。 ま た 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ は 、 画 素 １ ０
と 同 一 の 電 気 的 な 構 成 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 上 記 端 部 の 画 素 １ ０ の 電 気 的 特 性 が 、 そ
れ よ り 内 側 の 画 素 １ ０ に 比 し て 異 な る と い う 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 ダ ミ ー 画 素 領 域 ２ ０ Ａ の 外 側 の 領 域 に は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ に 隣 接 し て 、 所 定 の 同 期
信 号 に 応 じ て 画 素 選 択 用 Ｔ Ｆ Ｔ に 駆 動 用 信 号 を 供 給 す る 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ て い る 。
こ こ で は 、 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ は 、 例 え ば 駆 動 信 号 の １ つ で あ る 表 示 信 号 Ｄ を デ ー タ 線 ２ に 供 給
す る サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ０ で あ る も の と す る 。 複 数 の サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ０ は 、
駆 動 回 路 で あ る 水 平 駆 動 回 路 １ ０ １ に 含 ま れ て い る 。 な お 、 図 示 し な い が 、 走 査 線 ３ に は
、 画 素 選 択 信 号 Ｇ を 供 給 す る 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ を 含 む 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 説 明 す る と 、 最 初 に 、 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ の 駆 動 用 Ｔ
Ｆ Ｔ を 通 し て 走 査 線 ３ に 供 給 さ れ た 画 素 選 択 信 号 Ｇ に よ り 、 画 素 選 択 用 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ が オ ン
す る 。 そ し て 、 水 平 駆 動 回 路 １ ０ １ の 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ 、 即 ち サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ０ を 通
し て デ ー タ 線 ２ に 供 給 さ れ た 表 示 信 号 Ｄ が 、 画 素 選 択 用 Ｔ Ｆ Ｔ １ １ を 通 し て 画 素 電 極 １ ２
に 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 表 示 信 号 Ｄ に 応 じ て 画 素 １ ０ の 不 図 示 の 液 晶 層 の 光 の 透 過 量 が
変 化 し て 、 画 素 １ ０ か ら 上 記 光 の 透 過 量 に 応 じ た 表 示 光 が 出 力 さ れ る 。 一 方 、 ダ ミ ー 画 素
２ ０ は 、 画 素 １ ０ と 同 様 に 表 示 光 を 出 力 す る も の の 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 遮 光 さ れ て い
る た め 表 示 光 が 観 察 者 に 視 認 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 本 願 に 関 連 す る 技 術 文 献 と し て は 、 以 下 の 特 許 文 献 が 挙 げ ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ １ ６ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 液 晶 表 示 装 置 で は 、 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ 、 即 ち サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ６ ０
を 第 １ の 基 板 １ 上 の 額 縁 （ 即 ち 、 画 素 １ ０ や ダ ミ ー 画 素 ２ ０ が 形 成 さ れ な い 第 １ の 基 板 １
上 の 端 部 ） に 形 成 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 狭 額 縁 化 が 妨 げ ら れ て い た
。 そ こ で 本 発 明 は 、 表 示 画 素 領 域 と ダ ミ ー 画 素 領 域 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 の 狭 額 縁 化 を
図 る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 液 晶 層 を 介 し て 貼 り
合 わ さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 か ら な り 、 第 １ の 基 板 上 に お い て 、 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス
タ と そ れ に 接 続 し た 画 素 電 極 と を 備 え た 複 数 の 画 素 を 含 む 表 示 画 素 領 域 と 、 画 素 選 択 用 ト
ラ ン ジ ス タ と そ れ に 接 続 し た 画 素 電 極 と を 備 え ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に よ っ て 遮 光 さ れ た 複
数 の ダ ミ ー 画 素 を 含 み 表 示 画 素 領 域 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た ダ ミ ー 画 素 領 域 と 、 画 素 選 択 用
ト ラ ン ジ ス タ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ と を 備 え 、 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
即 ち 、 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ネ ル 領 域 の 少 な く と も 一 部 は 、 絶 縁 膜 を 介 し て ダ ミ ー 画
素 の 画 素 電 極 と 重 畳 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ は 、 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ
に 駆 動 信 号 と し て 表 示 信 号 を 供 給 す る サ ン プ リ ン グ 用 ト ラ ン ジ ス タ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ は 、 低 温 ポ リ シ リ コ ン 層 か
ら な る 能 動 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 表 示 画 素 領 域 と 、 そ れ に 隣 接 す る ダ ミ ー 画 素 領 域 と を
備 え た 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る 駆 動 用 ト ラ
ン ジ ス タ （ 例 え ば サ ン プ リ ン グ 用 ト ラ ン ジ ス タ ） を 形 成 す る の に 必 要 な 基 板 の 額 縁 の 面 積
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を 、 従 来 例 に 比 し て 小 さ く 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。 即 ち 、 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 狭 額 縁 化
を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は
、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 後 述 す る 表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ 及 び そ の 近 傍 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 後 述 す る ダ ミ ー 画 素 ２
０ の 画 素 電 極 １ ２ と サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ と が 重 畳 す る 領 域 を 示 し て い る 。 な お 、 図
１ 及 び 図 ２ で は 、 図 ３ に 示 し た も の と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明
を 行 う 。 ま た 、 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 後 述 す る 複 数 の 画 素 １ ０ も し く は 複 数 の ダ ミ ー 画 素 ２
０ の う ち 、 そ の 一 部 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 線 ２ 及 び 走 査 線 ３ が 格 子 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 １ 上 に 、
複 数 の 画 素 １ ０ が 形 成 さ れ た 表 示 画 素 領 域 １ ０ Ａ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 表 示 画 素 領 域
１ ０ Ａ に 隣 接 し て 、 第 １ の 基 板 １ 上 に 、 複 数 の ダ ミ ー 画 素 ２ ０ が 形 成 さ れ た ダ ミ ー 画 素 領
域 ２ ０ Ａ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ の 画 素 電 極 １ ２ と 平 面 的 に 重 畳 す る よ う に し て 、 画 素 選 択 用 Ｔ
Ｆ Ｔ １ １ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ 、 即 ち サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ は 、 駆 動 信 号 の １ つ で あ る 表 示 信 号 Ｄ を デ ー タ 線
２ に 供 給 す る も の で あ る 。 複 数 の サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ は 、 駆 動 回 路 で あ る 不 図 示 の
水 平 駆 動 回 路 に 含 ま れ て い る 。 な お 、 図 示 し な い が 、 走 査 線 ３ に は 、 画 素 選 択 信 号 Ｇ を 供
給 す る 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ を 含 む 垂 直 駆 動 回 路 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ の 画 素 電 極 １ ２ と 、 そ れ に 重 畳 し て 形 成 さ れ る サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ
Ｆ Ｔ ３ ０ の 詳 細 つ い て 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 １ 上 に 、 サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ の 能 動 層 ３ １ が 形 成
さ れ て い る 。 こ の 能 動 層 ３ １ は 、 例 え ば 低 温 ポ リ シ リ コ ン 層 か ら な る 。 能 動 層 ３ １ を 含 む
第 １ の 基 板 １ 上 に は 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 や シ リ コ ン 窒 化 膜 か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ２
が 形 成 さ れ て い る 。 能 動 層 ３ １ 上 に 位 置 す る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ２ 上 に は 、 例 え ば ク ロ ム （ Ｃ
ｕ ） か ら 成 る ゲ ー ト 電 極 ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ゲ ー ト 電 極 ３ ３ 上 を 含 む ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ２ 上 に は 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 や シ リ コ ン 窒
化 膜 か ら な る 層 間 絶 縁 膜 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 能 動 層 ３ １ の ド レ イ ン 領 域 及 び
ソ ー ス 領 域 上 に 位 置 す る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ２ 及 び 層 間 絶 縁 膜 ３ ４ に は 、 上 記 ド レ イ ン 領 域 及
び ソ ー ス 領 域 の 能 動 層 ３ １ の 一 部 を 露 出 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル が 設 け ら れ て い る 。 そ し て
、 そ れ ら の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 、 能 動 層 ３ １ の 一 部 上 に 、 そ の ド レ イ ン 領 域 と 接 続
す る ド レ イ ン 電 極 ３ ５ 、 及 び そ の ソ ー ス 領 域 と 接 続 す る ソ ー ス 電 極 が 形 成 さ れ て い る 。 上
記 ソ ー ス 電 極 は 、 デ ー タ 線 ２ そ の も の で あ っ て も よ い 。 も し く は 上 記 ソ ー ス 電 極 は 、 デ ー
タ 線 ２ と は 別 に 形 成 さ れ 、 不 図 示 の 箇 所 で 不 図 示 の コ ン タ ク ト 等 を 介 し て デ ー タ 線 ２ と 接
続 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 こ こ で は 、 上 記 ソ ー ス 電 極 は デ ー タ 線 ２ そ の も の で あ る と
し て 、 ソ ー ス 電 極 ２ と し て 表 記 す る 。 上 記 ド レ イ ン 電 極 ３ ５ 及 び ソ ー ス 電 極 ２ （ 即 ち デ ー
タ 線 ） は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） か ら な る 。 な お 、 上 記 デ ー
タ 線 ２ は 、 能 動 層 ３ １ の ソ ー ス 領 域 に 接 続 さ れ る 替 わ り に 、 上 記 ド レ イ ン 領 域 に 接 続 さ れ
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ド レ イ ン 電 極 ３ ５ 及 び ソ ー ス 電 極 ２ を 含 む 層 間 絶 縁 膜 ３ ４ 上 に は 、 例 え ば 塗 布 酸 化 膜 か
ら な る 平 坦 化 絶 縁 膜 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 平 坦 化 絶 縁 膜 ３ ６ 上 に は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ の
画 素 電 極 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ の 能 動 層 ３ １ の チ ャ
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ネ ル 領 域 Ａ ｃ ｈ （ 即 ち 、 ド レ イ ン 電 極 ３ ５ と ソ ー ス 電 極 ２ に 挟 ま れ る 領 域 ） の 少 な く と も
一 部 は 、 平 坦 化 絶 縁 膜 ３ ６ を 介 し て 、 画 素 電 極 １ ２ と 重 畳 し て い る 。 即 ち 、 サ ン プ リ ン グ
用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ と 画 素 電 極 １ ２ と は 、 平 坦 化 絶 縁 膜 ３ ６ に よ り 絶 縁 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 画 素 電 極 １ ２ 上 に は 、 不 図 示 の 第 １ の 配 向 膜 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 画 素
電 極 １ ２ と 対 向 し て 、 不 図 示 の ス ペ ー サ を 介 し て 、 第 ２ の 基 板 ３ ８ （ 即 ち ガ ラ ス 基 板 ） が
配 置 さ れ て い る 。 画 素 電 極 １ ２ と 対 向 す る 側 の 第 ２ の 基 板 ３ ８ 上 に は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ を
遮 光 す る た め の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ３ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
３ ９ 上 に は 、 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） か ら な る 共 通 電 極 ４ ０
が 形 成 さ れ て い る 。 共 通 電 極 ４ ０ 上 に は 、 不 図 示 の 第 ２ の 配 向 膜 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １
の 基 板 １ と 第 ２ の 基 板 ３ ８ と の 間 に は 、 上 記 不 図 示 の ス ペ ー サ に よ り 、 液 晶 層 ４ １ が 封 止
さ れ て い る 。 一 方 、 画 素 電 極 １ ２ と 対 向 し な い 側 の 第 ２ の 基 板 ３ ８ 上 に は 、 不 図 示 の 光 学
的 な 位 相 差 板 及 び 偏 光 板 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ の 一 部 が 、 平 坦 化 絶 縁 膜 ３ ６ を 介 し て 画 素 電 極
１ ２ と 重 畳 し て 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 第 １ の 基 板 １ を 平 面 的 に 見 た 場 合 、 図 １ に 示
す よ う に 、 デ ー タ 線 ２ に 沿 っ て 重 畳 し た 距 離 α の 分 だ け 、 サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ を 形
成 す る の に 必 要 な 第 １ の 基 板 １ 上 で の 額 縁 の 面 積 を 、 従 来 例 に 比 し て 小 さ く 抑 え る こ と が
可 能 と な る 。 即 ち 、 液 晶 表 示 装 置 の 狭 額 縁 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ と し て サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ が ダ ミ ー 画 素
２ ０ の 画 素 電 極 １ ２ と 重 畳 し て 形 成 さ れ る も の と し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
即 ち 、 本 発 明 は 、 サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ に 替 わ っ て 、 そ の 他 の Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ る 場
合 つ い て も 適 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 図 示 し な い が 、 画 素 １ ０ 内 の デ ー タ 線 ２ 、 走 査 線 ３ 、 も し く は 画 素 電 極 １ ２ 等
の 形 成 不 良 や 断 線 を 検 査 す る た め の 検 査 信 号 を 供 給 す る 検 査 用 Ｔ Ｆ Ｔ が 、 所 定 の 絶 縁 膜 を
介 し て ダ ミ ー 画 素 ２ ０ の 画 素 電 極 １ ２ と 重 畳 し て 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 図 示 し な い が
、 走 査 線 ３ に 画 素 選 択 信 号 Ｇ を 供 給 す る た め の 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ （ 例 え ば 垂 直 駆 動 回 路 に 含 ま
れ る 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ ） が 、 所 定 の 絶 縁 膜 を 介 し て ダ ミ ー 画 素 ２ ０ の 画 素 電 極 １ ２ と 重 畳 し て
形 成 さ れ て も よ い 。 こ れ ら の 場 合 に お い て も 、 上 記 Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 す る の に 必 要 な 第 １ の 基
板 １ 上 で の 額 縁 の 面 積 を 、 従 来 例 に 比 し て 小 さ く 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。 即 ち 、 液 晶 表
示 装 置 の 狭 額 縁 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 画 素 １ ０ 及 び ダ ミ ー 画 素 ２ ０ は 、 上 記 構 成 に 限 定 さ れ な い 。
即 ち 、 画 素 １ ０ 及 び ダ ミ ー 画 素 ２ ０ は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ ０ の 画 素 電 極 １ ２ と 、 サ ン プ リ ン グ
用 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ 等 の 上 記 Ｔ Ｆ Ｔ の チ ャ ネ ル 領 域 の 少 な く と も 一 部 と が 、 所 定 の 絶 縁 膜 を 介 し
て 互 い に 重 畳 す る 構 成 を 有 し て い れ ば 、 上 記 以 外 の 構 成 を 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 本 発 明
は 、 画 素 電 極 １ ２ 上 に 反 射 金 属 層 が 設 け ら れ 、 い わ ゆ る 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 が 構 成 さ れ る
場 合 に つ い て も 適 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 領 域 及 び そ の 近 傍 を 示 す 平 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 素 領 域 及 び そ の 近 傍 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 　 第 １ の 基 板 　 　 　 　 　 ２ 　 デ ー タ 線 ， ソ ー ス 電 極 　 　 ３ 　 走 査 線
１ ０ 　 画 素 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 画 素 選 択 用 Ｔ Ｆ Ｔ 　 　 　 １ ２ 　 画 素 電 極
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２ ０ 　 ダ ミ ー 画 素 　 　 　 　 ３ ０ ， ６ ０ 　 サ ン プ リ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ 　
３ １ 　 能 動 層 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 　 　 　 　 　 ３ ３ 　 ゲ ー ト 電 極
３ ４ 　 層 間 絶 縁 膜 　 　 　 　 ３ ５ 　 ド レ イ ン 電 極 　 　 　 　 　 ３ ６ 　 平 坦 化 絶 縁 膜
３ ８ 　 第 ２ の 基 板 　 　 　 　 ３ ９ 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 　 　 ４ ０ 　 共 通 電 極
４ １ 　 液 晶 層
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其与虚拟像素20的像素电极12重叠。 即，虚拟像素20的像素电极12经由
平坦化绝缘膜36与采样TFT 30的沟道区域Ach的至少一部分重叠。 [选型
图]图1
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